
～ 2025年3月8日

（対象者数） 26名 （回答者数） 20名

～ 2025年3月8日

（対象者数） 11名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・プランナーさんとの情報共有を密にし、ご意見を頂戴し、

書類の体裁を適宜行っていく。

・次月発行を目指しているが、一人一人評価を行うため時間

がかかり、月遅れになってしまうことがある。事前に計画を

立てて遅延が無いよう努める。

2

・意見が多くあった場合、選定までに時間を要する。直前に

聞くのではなく、事前準備に努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・施設を容易に変更することは困難なため、体育館や公園な

どの公共施設を利用しながら、活動を行っていく。

・室内活動の際には、2部屋に分けるなどし、ストレスなく

活動に取り組める環境を作る。

○事業所名 グランディール　上松教室

○保護者評価実施期間 2025年2月20日

○保護者評価有効回答数

2025年3月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・施設が狭い ・皆、同じ活動を同じ部屋で行っているため。

・支援内容報告書を作成している ・毎月、プランナーさんへ利用者の状況を共有しているた

め、適宜プランニングができ、成長段階に合わせた支援を確

立している。

・活動を柔軟に変更することができる。 ・5領域のテーマはあるが、活動内容は利用者やスタッフの意

見を聞きながら、変更することができる。

令和６年度 事業所における自己評価総括表公表


